
鴨
こ
っ
て
稗
盆
が
少
く
な
い
。
就
中
最
後
の
編
中
に
元
和
八
年
戸
澤

氏
就
封
以
前
の
古
文
書
を
多
く
牧
録
し
て
あ
る
の
は
其
時
代
に
於

け
る
同
地
方
の
不
明
確
な
史
劇
を
考
究
す
る
に
多
大
の
便
宜
を
興

へ
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
四
六
版
二
二
八
頁
、
山
形
縣
葛
綱
斌
嚢
行

贋
一
、
五
〇
）
〔
以
上
松
野
〕

　
　
噛
西
洋
中
世
の
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
轟
博
士
　
大
類
　
　
伸
著

本
書
は
大
正
五
年
「
酉
洋
時
代
史
観
…
中
世
」
の
改
版
で
あ
る
。

内
容
の
大
部
分
を
書
き
改
め
特
に
宗
敏
、
文
學
、
美
術
等
の
精
紳

文
化
方
面
は
全
く
新
し
く
起
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
從

へ
ば
中
世
の
特
質
の
H
つ
は
シ
ム
ボ
リ
ズ
ム
に
あ
る
、
こ
の
象
徴

主
義
の
中
世
味
は
既
に
本
書
の
装
頗
の
う
ち
に
に
ぢ
み
重
て
み

る
。
ク
リ
ー
ム
色
の
布
表
紙
は
淡
小
豆
色
の
脊
ご
よ
く
調
和
し
、

表
紙
の
眞
中
よ
り
少
し
く
搾
め
に
喀
黒
色
を
バ
ッ
ク
に
灰
色
の

「
美
し
き
紳
」
δ
蜀
O
聾
U
δ
篇
師
キ
リ
ス
ト
の
単
身
像
謎
が
は
ら

れ
て
る
る
。
此
像
は
中
世
ゴ
テ
イ
ク
建
築
の
幅
大
傑
作
、
佛
國
ア

ミ
ア
ン
の
大
寺
が
入
墨
の
柱
に
立
て
る
も
の
、
中
世
的
意
味
で
の

「
完
全
」
を
こ
よ
な
く
象
徴
せ
る
も
の
で
あ
る
。
嗜
黒
色
の
バ
ツ

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
紹
　
　
介

ク
は
中
世
の
シ
ノ
ニ
ム
所
謂
「
噌
黒
時
代
」
を
、
そ
の
中
に
浮
出

る
「
美
し
き
紳
」
像
は
宗
教
的
中
世
を
象
徴
し
、
像
鼓
の
黒
色
に

謝
照
し
て
ク
リ
ー
ム
色
の
明
さ
は
中
世
に
先
立
つ
古
代
の
明
さ
か

そ
れ
ミ
も
中
世
に
績
く
近
世
の
光
り
の
象
徴
か
霊
も
解
…
さ
れ
る
で

あ
ら
う
。
斯
本
書
は
外
容
よ
り
し
て
、
す
で
に
、
中
世
硝
化
の
内

容
を
象
徴
し
て
み
る
。
本
書
の
取
級
っ
て
み
る
問
題
の
範
園
は

「
中
世
の
始
」
よ
り
「
基
督
教
三
界
の
安
定
』
，
胤
界
及
び
國
家
、
ε

政
治
及
び
軍
事
」
「
基
督
教
文
化
ε
其
の
一
新
」
「
尊
高
及
び
美
術
」

「
経
濟
生
活
及
び
都
市
」
「
中
世
の
終
」
ま
で
章
を
分
つ
こ
ミ
七
つ
、

節
の
工
数
仕
四
、
五
五
五
頁
の
大
冊
で
あ
る
。
し
か
し
中
心
的
韮

題
ご
し
て
は
、
十
二
、
＋
三
世
紀
郎
ち
中
興
の
高
潮
期
を
取
扱
っ

て
み
る
。
本
書
の
創
意
的
特
徴
は
著
者
の
中
世
史
観
郎
ち
申
泄
史

興
遷
の
跡
付
ー
ー
不
安
動
揺
の
時
代
、
安
定
の
時
代
、
新
生
命
獲

動
の
時
代
l
i
に
あ
る
ミ
思
は
れ
る
。
著
者
は
叉
中
世
を
理
解
す

べ
き
者
の
取
る
べ
き
態
度
に
出
て
次
の
如
く
述
べ
て
を
ら
る
。
そ

れ
は
第
二
牽
に
於
て
「
歴
史
的
に
考
へ
れ
ば
墓
督
教
會
は
信
徒
の

集
合
團
膿
か
ら
嚢
呈
し
た
も
の
で
あ
る
、
郎
ち
自
然
的
獲
展
の
結

果
に
過
ぎ
な
い
、
併
し
地
上
に
建
て
ら
れ
た
る
紳
國
ε
し
て
の
教

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
凶
五
五
　
（
一
五
五
）



　
　
　
箪
琴
唄
岱
　
　
紹
　
　
介

愈
は
決
し
て
後
獲
的
の
も
の
で
は
な
く
、
基
督
敏
閣
腿
の
成
立
に

先
在
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
三
三
は
淋
よ
り
與
へ
ら
れ
た
も

の
で
、
人
間
の
造
り
上
げ
た
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
此
の
意
味

に
於
て
教
會
は
奇
蹟
で
あ
っ
て
史
的
因
果
則
の
産
物
で
な
い
、
我

等
は
か
・
る
『
奇
蹟
』
を
信
ず
る
こ
ε
に
覧
て
始
め
て
『
ゆ
世
』
を

理
解
す
る
芝
が
出
來
る
，
『
紳
秘
』
を
信
じ
な
い
者
に
は
、
史
的
生

命
の
創
慧
、
こ
建
設
ミ
は
逡
に
理
解
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
L
S
含
味

す
べ
き
深
み
あ
る
言
葉
ミ
思
は
れ
る
Q
精
紳
文
化
殊
に
美
衛
方
面

に
慰
し
て
著
者
は
猫
特
の
理
解
を
有
っ
て
を
ら
る
、
こ
ε
は
衆
知

の
こ
S
、
本
書
全
香
し
し
て
内
容
豊
冨
、
創
意
ミ
暗
示
母
」
に
冨
み

行
脚
又
暢
達
，
叫
度
巻
を
ミ
れ
ば
容
易
に
之
を
措
く
能
は
し
あ
ざ

る
魅
力
を
も
ち
到
る
臓
に
署
者
獅
畠
の
姿
を
若
し
出
し
て
み
る
。

叉
本
書
に
は
網
版
色
刷
無
色
の
挿
圖
二
七
葉
あ
り
、
錦
上
華
を
添

へ
，
怨
末
に
中
世
史
研
究
参
考
書
目
録
を
十
二
頁
に
亘
り
て
附
せ

ら
れ
た
る
は
後
進
者
の
こ
よ
な
き
羅
針
盤
ε
な
る
。
西
洋
∵
更
研
究

者
は
勿
論
敏
養
あ
る
人
士
の
蝸
談
書
た
み
は
何
入
も
異
存
な
き
ミ

こ
ろ
ε
信
ず
る
。
（
菊
判
五
七
七
頁
、
東
京
冨
山
房
護
党
、
儂
四
、

五
〇
）
〔
中
原
〕

第
M
號
　
　
　
…
五
山
ハ
　
（
｝
五
“
ハ
）

　
　
麟
銅
鉾
銅
劒
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
通
博
士
高
橋
　
健
宮
著

　
銅
鉾
銅
劒
が
書
が
石
金
爾
時
代
の
特
殊
な
造
物
ミ
し
て
嚇
方
、

銅
鐸
の
そ
れ
S
共
に
此
の
爾
時
代
の
中
間
過
渡
期
に
属
す
る
も
の

S
推
考
せ
ら
れ
近
時
其
の
研
究
の
特
に
見
る
べ
き
も
の
あ
っ
て
業

蹟
の
顯
著
な
も
の
が
あ
る
。
題
目
の
も
の
は
廓
ち
前
者
に
係
る
綜

合
的
研
究
嚢
表
の
第
一
者
ミ
し
て
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
邦

獲
見
の
此
種
の
も
の
約
百
鍛
例
を
鍬
へ
、
覇
鮮
の
約
三
十
例
ミ
共

に
其
の
分
布
の
九
州
北
部
を
中
心
ε
し
、
四
國
、
中
事
を
含
み
畿

内
ま
た
其
の
鵬
例
あ
っ
て
他
方
、
銅
鐸
の
分
布
に
稻
異
な
る
も
の

　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

が
あ
り
　
而
か
も
爾
者
共
に
吾
が
石
金
爾
三
代
の
患
現
ミ
し
て
肯

定
せ
ら
る
・
塵
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
興
味
あ
る
題
月
を

如
何
に
解
醸
す
べ
き
か
は
署
が
古
代
文
化
を
知
ら
ん
S
す
る
も
の

に
取
っ
て
は
見
逃
す
こ
霊
の
患
來
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。
本
冊
は

師
ち
十
二
章
に
分
ち
、
分
類
、
成
分
、
分
右
，
黒
革
の
事
賢
、
鐙

萢
、
型
式
の
起
源
－
こ
其
推
移
、
分
布
ミ
型
式
ミ
の
關
係
、
埋
没
猷

態
ミ
強
跡
の
種
別
、
俘
繊
遣
物
に
濁
れ
る
考
察
、
石
劒
ミ
の
閣
係

結
論
を
以
て
し
、
ほ
黛
其
の
強
物
の
推
究
を
各
面
よ
の
推
究
し
得


